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川越地区消防組合

住
民
意
識
調
査
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

2014.6
第２８号

　
当
消
防
局
で
は
、
管
轄
す
る
川
越
市
と
川
島
町
に
お
住
ま
い

の
方
の
、
消
防
・
救
急
・
防
災
に
関
す
る
意
識
や
要
望
を
把
握

し
、
地
域
の
安
全
と
安
心
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
、

住
民
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
で
は
、
管
内
に
在
住
す
る
満
20
歳
以
上
の
人
か
ら

無
作
為
に
三
千
人
を
抽
出
、
郵
送
に
よ
り
調
査
票
を
配
布
・
回

収
し
、
千
六
百
六
人
か
ら
回
答
（
有
効
回
収
率
53
・
5
％
）
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
調
査
結
果
に
よ
る
集
計
デ
ー
タ
や
皆
さ
ん
か
ら
い
た

だ
い
た
ご
意
見
は
、
「
安
全
・
安
心
」
を
よ
り
一
層
実
感
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
消
防
行
政
基
本
計
画

や
重
要
施
策
の
策
定
に
お
け
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

　
本
調
査
の
実
施
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※

他
の
調
査
項
目
の
結
果
（
概
要
）
に
つ
い
て
は
、
次
の
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

消
防
局
総
務
課
　
℡
２
２
２
‐
０
７
４
１

安全・安心の実感のために

最新の救助工作車

高度救命処置訓練

タブレット端末の導入

大規模災害対応訓練

安全・安心の実感のため、住民の皆さんが考える

―重要な施策　上位５項目―

１　高度な救急処置を行える救急隊員の育

　成 (35.6%)

２　地域の医療機関との連携強化 (30.8%)

３　消防・救急要請に対する現場到着時間

　の短縮 (25.7%)

４　大規模災害時における対応の想定を示

　す (24.0%)

５　地震などの大規模災害に対応できる特

　殊な資機材・車両の整備 (20.2%)

右上・左上の写真については、次のページに記事を掲載しているのでご覧ください。

　電話がまだダイヤ
ル式だったころ、消
防への通報は「112」
でした。しかし、ダ
イヤルのかけ間違い
が多いことから昭和２年に「119」
に変更になりました。その経緯は、
一番早くダイヤルできるのが「１」
であり、早くダイヤルをするために
「１」を二回続けたあと、落ち着い
て最後の一つを回せるように時間の
かかる番号として、「119」が割り
当てられたそうです。

消防局指揮統制課　℡226－7408

虹 色 通 信
～ 119番の由来 ～

平成26年度予算　　5,928,733,000円 消防局総務課　TEL 222-0741

歳 入

歳 出

※比率（％）の合計は、端数処理の関係で100％とならない場合があります。「0.0」は、該当数値はあるが表示単位未満のものです。

負担金（消防行政を運営するのに必要な負担金（組合を構成する川越市・川島町からの負担金））
使用料及び手数料（消防関係検査等の手数料等）
国庫支出金（国が地方自治体へ交付する補助金等）
財産収入（基金運用の利子等）
繰越金（前年度から持ち越されたお金のこと）
諸収入（受託収入等の他の収入科目に含まれないもの）
組合債（金融機関等からの借入金）
歳入合計

4,521,531,000円
4,070,000円
84,838,000円
319,000円

50,000,000円
25,075,000円

1,242,900,000円
5,928,733,000円

（76.3％）
（ 0.1％）
（ 1.4％）
（ 0.0％）
（ 0.8％）
（ 0.4％）
（21.0％）

議会費（議員報酬等の議会運営費）
総務費（組合管理者・公平委員・監査委員等の特別職の報酬等の経費）
消防費（消防・救急等に必要な経費及び消防施設の建設費等）
公債費（借入金の元金、利子の返済のための経費）
予備費（予見することのできない歳出予算の不足に備えて計上される費用）
歳出合計

5,521,000円
3,088,000円

5,701,628,000円
213,996,000円
4,500,000円

5,928,733,000円

（ 0.1％）
（ 0.1％）
（96.2％）
（ 3.6％）
（ 0.1％）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

救
急
医
療
週
間
に
救
命
講
習
を

　
　
　
　
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
救
急
活
動
の
協
力
に
対
し
、
消
防
局
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

・
㈱
コ
ナ
ミ
ス
ポ
ー
ツ
＆
ラ
イ
フ
川
越
支
店

・
川
越
市
大
字
鯨
井
　
　
　
　
　
井
本
博
之
さ
ん

・
川
越
市
大
字
笠
幡
　
　
　
　
　
大
塚
俊
昭
さ
ん

・
川
越
市
新
宿
町
二
丁
目
　
　
　
長
谷
川
寛
人
さ
ん

・
鶴
ヶ
島
市
大
字
上
広
谷
　
　
　
浅
見
真
衣
子
さ
ん

・
鶴
ヶ
島
市
大
字
五
味
ヶ
谷
　
　
鈴
木
真
澄
さ
ん

消
防
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総
務
課
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２
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日
　
時
　
平
成
26
年
９
月
７
日
㈰

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
か
ら
３
時
間

場
　
所
　
当
消
防
局
３
階
講
堂
（
川
越
市
神
明
町
）

内
　
容
　
成
人
に
対
す
る
胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー

　
　
　
　
ジ
）
と
人
工
呼
吸
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法
な
ど

※

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

消
防
局
救
急
課
　
℡
２
２
２‐

０
１
６
０

い
も
と

ひ
ろ
ゆ
き

お
お
つ
か
と
し
あ
き

は

せ

が

わ

ひ
ろ
と

あ
さ
み

ま

い

こ

す
ず
き

ま
す
み

平
成
25
年
度
の
情
報
公
開
制
度
と

個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況
報
告

●
情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況

　
住
民
の
皆
さ
ん
の
組
合
行
政
へ
の
参
加
促
進
と

開
か
れ
た
組
合
行
政
の
推
進
の
た
め
、
請
求
・
申

出
に
対
し
、
組
合
で
保
有
し
て
い
る
公
文
書
を
公

開
す
る
「
情
報
公
開
制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
の
実
施
機
関
別
の
決
定
件
数
は
、

左
表
の
と
お
り
で
す
。

●
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

　
住
民
の
皆
さ
ん
の
権
利
や
利
益
の
保
護
と
、
公

正
で
信
頼
さ
れ
る
組
合
行
政
の
推
進
の
た
め
、
組

合
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

ル
ー
ル
を
定
め
、
個
人
情
報
の
開
示
・
訂
正
な
ど

を
請
求
す
る
権
利
を
保
障
す
る
「
個
人
情
報
保
護

制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
の
実
施
機
関
別
の
決
定
件
数
は
、

左
表
の
と
お
り
で
す
。
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防
局
総
務
課
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実 施 機 関

議 会

管 理 者

消 防 長

公平委員会

監 査 委 員

合 計

全部公開

0

2

0

0

0

2

部分公開

0

2

0

0

0

2

非 公 開

0

0

0

0

0

0

取り下げ

0

0

0

0

0

0

合 計

0

4

0

0

0

4

情報公開制度の実施機関別決定件数（件）

実 施 機 関

議 会

管 理 者

消 防 長

公平委員会

監 査 委 員

合 計

全部開示

0

0

0

0

0

0

部分開示

0

5

0

0

0

5

非 開 示

0

0

0

0

0

0

取り下げ

0

0

0

0

0

0

合 計

0

5

0

0

0

5

個人情報保護制度の実施機関別決定件数（件）

※ 訂正などの請求は、ありませんでした。



ー２ー火事・救急・救助は119番ー３ー 火事・救急・救助は119番

　
当
消
防
局
は
、
埼
玉
県
広
域
災
害
・
救
急

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
へ
ア
ク
セ
ス
し
て
、
登

録
し
て
い
る
地
域
医
療
機
関
の
受
入
れ
体
制

等
を
確
認
で
き
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
運
用

を
平
成
26
年
４
月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
、
救
急
隊
員
が
現
場

で
病
院
を
選
定
す
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
使

用
す
る
も
の
で
、
傷
病
者
を
円
滑
に
医
療
機

関
へ
搬
送
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

※

救
急
隊
員
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し

た
活
動
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
局
救
急
課
　
℡
２
２
２‐

０
１
６
０

　
当
消
防
局
で
は
、
火
災
等
の
一
般
的
な
災

害
に
対
応
す
る
救
助
資
機
材
の
ほ
か
、
複
雑

多
様
化
す
る
災
害
に
対
応
で
き
る
高
度
救
助

資
機
材
を
装
備
し
た
救
助
工
作
車
を
川
越
中

央
消
防
署
に
配
備
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
車
両
は
、
効
果
的
な
人
命
検
索
活
動

が
で
き
る
電
磁
波
探
査
装
置
、
二
酸
化
炭
素

探
査
装
置
な
ど
を
装
備
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
規
模
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
場

合
、
県
内
だ
け
で
な
く
、
県
外
へ
も
緊
急
消

防
援
助
隊
と
し
て
出
場
し
、
救
助
活
動
に
あ

た
り
ま
す
。

消
防
局
警
防
課
　
℡
２
２
２‐

５
８
９
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高
度
救
助
資
機
材
を

装
備
し
た
救
助
工
作
車

【
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
の
表
示
制
度
】

　
平
成
24
年
５
月
に
発
生
し
た
広
島
県
福
山

市
の
ホ
テ
ル
火
災
を
受
け
て
、
火
災
被
害
の

拡
大
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
、
平
成
26
年

度
か
ら
「
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
の
表
示
制
度
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
の
関
係

者
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
消
防
機
関
が
審

査
し
、
消
防
法
令
の
ほ
か
、
防
火
安
全
上
重

要
な
建
築
構
造
等
の
基
準
に
適
合
す
る
場
合

に
「
表
示
マ
ー
ク
」
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。

交
付
を
受
け
た
関
係
者
は
、
平
成
26
年
８
月

１
日
か
ら
「
表
示
マ
ー
ク
」
を
建
物
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
掲
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
当
消
防
局
に
お
い
て
も
「
表
示
マ
ー
ク
」

を
交
付
し
た
管
轄
す
る
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
の

名
称
や
所
在
地
を
防
火
安
全
に
関
す
る
情
報

と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

※

旅
行
な
ど
で
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
を
利
用
す

る
際
に
は
、
是
非
こ
の
マ
ー
ク
を
探
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

消
防
局
予
防
課
　
℡
２
２
２‐

０
７
４
４

ここでは、結果の一部について掲載させていただきます。
すべての調査項目に対する結果を取りまとめた報告書は、当消防組合ホーム
ページに掲載していますので、ご覧ください。

～住民意識調査結果～～住民意識調査結果～

【設問】川越地区消防組合の管内に住んでいて、消防・救急・防災の面で安全・安心を実感できるか。

・実感できる　　　　　　　１６.８％　　　　　　　・ある程度実感できる　　　３３.０％

・どちらともいえない　　　１９.６％　　　　　　　・あまり実感できない　　　　５.１％

・まったく実感できない　　　０.９％　　　　　　　・わからない・無回答　　　２４.６％

【設問】あなたが普段の生活において、不安に思うことのある事故や災害は何か。

・地震による大規模災害　　５９.９％　　　　　　　・住宅火災　　　　　　　　５６.４％

・急病にかかる　　　　　　４３.６％　　　　　　　・大きなけがをする　　　　２６.２％

・新型インフルエンザなど　２４.５％

【設問】大地震などで大きな被害が発生したとき、隣近所の方々と助け合いや協力ができるか。

【設問】１１９番通報で救急車を呼ぶとした場合、心配なことは何か。

・救急車が来るまでの処置を適切に行えるかどうか　６０.０％

・病院を“たらい回し”にされないかどうか　　　　５５.４％

・救急車が早く来てくれるかどうか　　　　　　　　２９.６％

・病気やけがの状態を正確に伝えられるかどうか　　２７.６％

・希望する病院へ搬送してくれるかどうか　　　　　２７.４％

～夏のレジャーに潜んだ危険～～夏のレジャーに潜んだ危険～

　熱中症は真夏だけでなく、身体が暑さに慣れな
い梅雨明けの時期にも起こります。
　夏本番を前に、「こまめな水分の補給」「日中
の外出は控える」「外に出る時は日傘や帽子をか
ぶる」「疲れる前に休憩する」など、今の時期か
ら熱中症対策を忘れないようにしましょう。
消防局救急課　℡２２２－０１６０

花 火 バーベキュー

熱 中 症 水 難 事 故

　花火に点火するとき
は、ろうそく等の点火
用種火を使って花火か
ら離れて点火するよう
にしましょう。
　また、消火用の水バ
ケツを必ず用意しまし
ょう。
　　　　　　　　　　※花火は、誤った取り扱い
　　　　　　　　　　をすると大変危険です。
　　　　　　　　　　大人と一緒に正しく遊びま
　　　　　　　　　　しょう
消防局予防課　℡２２２－０７４４

　子供達だけで、海や川な
どの水辺に行くのは大変危
険です！気象情報に気をつ
けるとともに、危険な場所
には近寄らないようにし、
必ず大人と一緒に遊びましょう。
　また、ライフジャケットはボートや水上バイク
　　　　　　　　　　　　に乗る時だけでなく、
　　　　　　　　　　　　釣りや潮干狩りなどの
　　　　　　　　　　　　時にも着用しましょう。

消防局警防課　℡２２２－５８９１

　バーベキューには欠か
せない着火剤。着火剤を
つぎ足して使用すると炎
が急に大きくなり、火傷
する危険があります。
　特に、ゼリー状の着火
剤をつぎ足すと着火剤を伝って容器の中に炎が入
　　　　　　　　　　り爆発する危険があります。
　　　　　　　　　　　着火剤の特性をしっかり
　　　　　　　　　　と認識し、安全にバーベキ
　　　　　　　　　　ューを楽しみましょう！

消防局予防課　℡２２２－０７４４

できる
(多分できる)

できない
(多分できない)

わからない
無回答

児童・高齢者等
の一時保護

食料・飲料水の
助け合い

負傷者の救出・
救護

火災の際の初期
消火

病人や高齢者等
の避難

隣近所の住人の
安否確認

６８.５％ ８１.１％ ５２.７％ ６２.７％ ７２.４％ ７３.７％

１４.７％ ８.１％ ２６.３％ ２０.３％ １５.１％ １５.３％

１６.８％ １０.７％ ２０.９％ １７.０％ １２.６％ １０.９％

救
急
車
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入



ー２ー火事・救急・救助は119番ー３ー 火事・救急・救助は119番

　
当
消
防
局
は
、
埼
玉
県
広
域
災
害
・
救
急

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
へ
ア
ク
セ
ス
し
て
、
登

録
し
て
い
る
地
域
医
療
機
関
の
受
入
れ
体
制

等
を
確
認
で
き
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
運
用

を
平
成
26
年
４
月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
、
救
急
隊
員
が
現
場

で
病
院
を
選
定
す
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
使

用
す
る
も
の
で
、
傷
病
者
を
円
滑
に
医
療
機

関
へ
搬
送
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

※

救
急
隊
員
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し

た
活
動
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
局
救
急
課
　
℡
２
２
２‐

０
１
６
０

　
当
消
防
局
で
は
、
火
災
等
の
一
般
的
な
災

害
に
対
応
す
る
救
助
資
機
材
の
ほ
か
、
複
雑

多
様
化
す
る
災
害
に
対
応
で
き
る
高
度
救
助

資
機
材
を
装
備
し
た
救
助
工
作
車
を
川
越
中

央
消
防
署
に
配
備
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
車
両
は
、
効
果
的
な
人
命
検
索
活
動

が
で
き
る
電
磁
波
探
査
装
置
、
二
酸
化
炭
素

探
査
装
置
な
ど
を
装
備
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
規
模
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
場

合
、
県
内
だ
け
で
な
く
、
県
外
へ
も
緊
急
消

防
援
助
隊
と
し
て
出
場
し
、
救
助
活
動
に
あ

た
り
ま
す
。

消
防
局
警
防
課
　
℡
２
２
２‐

５
８
９
１

高
度
救
助
資
機
材
を

装
備
し
た
救
助
工
作
車

【
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
の
表
示
制
度
】

　
平
成
24
年
５
月
に
発
生
し
た
広
島
県
福
山

市
の
ホ
テ
ル
火
災
を
受
け
て
、
火
災
被
害
の

拡
大
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
、
平
成
26
年

度
か
ら
「
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
の
表
示
制
度
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
の
関
係

者
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
消
防
機
関
が
審

査
し
、
消
防
法
令
の
ほ
か
、
防
火
安
全
上
重

要
な
建
築
構
造
等
の
基
準
に
適
合
す
る
場
合

に
「
表
示
マ
ー
ク
」
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。

交
付
を
受
け
た
関
係
者
は
、
平
成
26
年
８
月

１
日
か
ら
「
表
示
マ
ー
ク
」
を
建
物
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
掲
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
当
消
防
局
に
お
い
て
も
「
表
示
マ
ー
ク
」

を
交
付
し
た
管
轄
す
る
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
の

名
称
や
所
在
地
を
防
火
安
全
に
関
す
る
情
報

と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

※

旅
行
な
ど
で
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
を
利
用
す

る
際
に
は
、
是
非
こ
の
マ
ー
ク
を
探
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

消
防
局
予
防
課
　
℡
２
２
２‐

０
７
４
４

ここでは、結果の一部について掲載させていただきます。
すべての調査項目に対する結果を取りまとめた報告書は、当消防組合ホーム
ページに掲載していますので、ご覧ください。

～住民意識調査結果～～住民意識調査結果～

【設問】川越地区消防組合の管内に住んでいて、消防・救急・防災の面で安全・安心を実感できるか。

・実感できる　　　　　　　１６.８％　　　　　　　・ある程度実感できる　　　３３.０％

・どちらともいえない　　　１９.６％　　　　　　　・あまり実感できない　　　　５.１％

・まったく実感できない　　　０.９％　　　　　　　・わからない・無回答　　　２４.６％

【設問】あなたが普段の生活において、不安に思うことのある事故や災害は何か。

・地震による大規模災害　　５９.９％　　　　　　　・住宅火災　　　　　　　　５６.４％

・急病にかかる　　　　　　４３.６％　　　　　　　・大きなけがをする　　　　２６.２％

・新型インフルエンザなど　２４.５％

【設問】大地震などで大きな被害が発生したとき、隣近所の方々と助け合いや協力ができるか。

【設問】１１９番通報で救急車を呼ぶとした場合、心配なことは何か。

・救急車が来るまでの処置を適切に行えるかどうか　６０.０％

・病院を“たらい回し”にされないかどうか　　　　５５.４％

・救急車が早く来てくれるかどうか　　　　　　　　２９.６％

・病気やけがの状態を正確に伝えられるかどうか　　２７.６％

・希望する病院へ搬送してくれるかどうか　　　　　２７.４％

～夏のレジャーに潜んだ危険～～夏のレジャーに潜んだ危険～

　熱中症は真夏だけでなく、身体が暑さに慣れな
い梅雨明けの時期にも起こります。
　夏本番を前に、「こまめな水分の補給」「日中
の外出は控える」「外に出る時は日傘や帽子をか
ぶる」「疲れる前に休憩する」など、今の時期か
ら熱中症対策を忘れないようにしましょう。
消防局救急課　℡２２２－０１６０

花 火 バーベキュー

熱 中 症 水 難 事 故

　花火に点火するとき
は、ろうそく等の点火
用種火を使って花火か
ら離れて点火するよう
にしましょう。
　また、消火用の水バ
ケツを必ず用意しまし
ょう。
　　　　　　　　　　※花火は、誤った取り扱い
　　　　　　　　　　をすると大変危険です。
　　　　　　　　　　大人と一緒に正しく遊びま
　　　　　　　　　　しょう
消防局予防課　℡２２２－０７４４

　子供達だけで、海や川な
どの水辺に行くのは大変危
険です！気象情報に気をつ
けるとともに、危険な場所
には近寄らないようにし、
必ず大人と一緒に遊びましょう。
　また、ライフジャケットはボートや水上バイク
　　　　　　　　　　　　に乗る時だけでなく、
　　　　　　　　　　　　釣りや潮干狩りなどの
　　　　　　　　　　　　時にも着用しましょう。

消防局警防課　℡２２２－５８９１

　バーベキューには欠か
せない着火剤。着火剤を
つぎ足して使用すると炎
が急に大きくなり、火傷
する危険があります。
　特に、ゼリー状の着火
剤をつぎ足すと着火剤を伝って容器の中に炎が入
　　　　　　　　　　り爆発する危険があります。
　　　　　　　　　　　着火剤の特性をしっかり
　　　　　　　　　　と認識し、安全にバーベキ
　　　　　　　　　　ューを楽しみましょう！

消防局予防課　℡２２２－０７４４

できる
(多分できる)

できない
(多分できない)

わからない
無回答

児童・高齢者等
の一時保護

食料・飲料水の
助け合い

負傷者の救出・
救護

火災の際の初期
消火

病人や高齢者等
の避難

隣近所の住人の
安否確認

６８.５％ ８１.１％ ５２.７％ ６２.７％ ７２.４％ ７３.７％

１４.７％ ８.１％ ２６.３％ ２０.３％ １５.１％ １５.３％

１６.８％ １０.７％ ２０.９％ １７.０％ １２.６％ １０.９％

救
急
車
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
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2014.6
第28号

川越地区消防組合

住
民
意
識
調
査
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

2014.6
第２８号

　
当
消
防
局
で
は
、
管
轄
す
る
川
越
市
と
川
島
町
に
お
住
ま
い

の
方
の
、
消
防
・
救
急
・
防
災
に
関
す
る
意
識
や
要
望
を
把
握

し
、
地
域
の
安
全
と
安
心
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
、

住
民
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
で
は
、
管
内
に
在
住
す
る
満
20
歳
以
上
の
人
か
ら

無
作
為
に
三
千
人
を
抽
出
、
郵
送
に
よ
り
調
査
票
を
配
布
・
回

収
し
、
千
六
百
六
人
か
ら
回
答
（
有
効
回
収
率
53
・
5
％
）
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
調
査
結
果
に
よ
る
集
計
デ
ー
タ
や
皆
さ
ん
か
ら
い
た

だ
い
た
ご
意
見
は
、
「
安
全
・
安
心
」
を
よ
り
一
層
実
感
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
消
防
行
政
基
本
計
画

や
重
要
施
策
の
策
定
に
お
け
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

　
本
調
査
の
実
施
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※

他
の
調
査
項
目
の
結
果
（
概
要
）
に
つ
い
て
は
、
次
の
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

消
防
局
総
務
課
　
℡
２
２
２
‐
０
７
４
１

安全・安心の実感のために

最新の救助工作車

高度救命処置訓練

タブレット端末の導入

大規模災害対応訓練

安全・安心の実感のため、住民の皆さんが考える

―重要な施策　上位５項目―

１　高度な救急処置を行える救急隊員の育

　成 (35.6%)

２　地域の医療機関との連携強化 (30.8%)

３　消防・救急要請に対する現場到着時間

　の短縮 (25.7%)

４　大規模災害時における対応の想定を示

　す (24.0%)

５　地震などの大規模災害に対応できる特

　殊な資機材・車両の整備 (20.2%)

右上・左上の写真については、次のページに記事を掲載しているのでご覧ください。

　電話がまだダイヤ
ル式だったころ、消
防への通報は「112」
でした。しかし、ダ
イヤルのかけ間違い
が多いことから昭和２年に「119」
に変更になりました。その経緯は、
一番早くダイヤルできるのが「１」
であり、早くダイヤルをするために
「１」を二回続けたあと、落ち着い
て最後の一つを回せるように時間の
かかる番号として、「119」が割り
当てられたそうです。

消防局指揮統制課　℡226－7408

虹 色 通 信
～ 119番の由来 ～

平成26年度予算　　5,928,733,000円 消防局総務課　TEL 222-0741

歳 入

歳 出

※比率（％）の合計は、端数処理の関係で100％とならない場合があります。「0.0」は、該当数値はあるが表示単位未満のものです。

負担金（消防行政を運営するのに必要な負担金（組合を構成する川越市・川島町からの負担金））
使用料及び手数料（消防関係検査等の手数料等）
国庫支出金（国が地方自治体へ交付する補助金等）
財産収入（基金運用の利子等）
繰越金（前年度から持ち越されたお金のこと）
諸収入（受託収入等の他の収入科目に含まれないもの）
組合債（金融機関等からの借入金）
歳入合計

4,521,531,000円
4,070,000円
84,838,000円
319,000円

50,000,000円
25,075,000円

1,242,900,000円
5,928,733,000円

（76.3％）
（ 0.1％）
（ 1.4％）
（ 0.0％）
（ 0.8％）
（ 0.4％）
（21.0％）

議会費（議員報酬等の議会運営費）
総務費（組合管理者・公平委員・監査委員等の特別職の報酬等の経費）
消防費（消防・救急等に必要な経費及び消防施設の建設費等）
公債費（借入金の元金、利子の返済のための経費）
予備費（予見することのできない歳出予算の不足に備えて計上される費用）
歳出合計

5,521,000円
3,088,000円

5,701,628,000円
213,996,000円
4,500,000円

5,928,733,000円

（ 0.1％）
（ 0.1％）
（96.2％）
（ 3.6％）
（ 0.1％）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

救
急
医
療
週
間
に
救
命
講
習
を

　
　
　
　
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
救
急
活
動
の
協
力
に
対
し
、
消
防
局
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

・
㈱
コ
ナ
ミ
ス
ポ
ー
ツ
＆
ラ
イ
フ
川
越
支
店

・
川
越
市
大
字
鯨
井
　
　
　
　
　
井
本
博
之
さ
ん

・
川
越
市
大
字
笠
幡
　
　
　
　
　
大
塚
俊
昭
さ
ん

・
川
越
市
新
宿
町
二
丁
目
　
　
　
長
谷
川
寛
人
さ
ん

・
鶴
ヶ
島
市
大
字
上
広
谷
　
　
　
浅
見
真
衣
子
さ
ん

・
鶴
ヶ
島
市
大
字
五
味
ヶ
谷
　
　
鈴
木
真
澄
さ
ん

消
防
局
総
務
課
　
℡
２
２
２‐

０
７
４
１

日
　
時
　
平
成
26
年
９
月
７
日
㈰

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
か
ら
３
時
間

場
　
所
　
当
消
防
局
３
階
講
堂
（
川
越
市
神
明
町
）

内
　
容
　
成
人
に
対
す
る
胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー

　
　
　
　
ジ
）
と
人
工
呼
吸
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法
な
ど

※

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

消
防
局
救
急
課
　
℡
２
２
２‐

０
１
６
０

い
も
と

ひ
ろ
ゆ
き

お
お
つ
か
と
し
あ
き

は

せ

が

わ

ひ
ろ
と

あ
さ
み

ま

い

こ

す
ず
き

ま
す
み

平
成
25
年
度
の
情
報
公
開
制
度
と

個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況
報
告

●
情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況

　
住
民
の
皆
さ
ん
の
組
合
行
政
へ
の
参
加
促
進
と

開
か
れ
た
組
合
行
政
の
推
進
の
た
め
、
請
求
・
申

出
に
対
し
、
組
合
で
保
有
し
て
い
る
公
文
書
を
公

開
す
る
「
情
報
公
開
制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
の
実
施
機
関
別
の
決
定
件
数
は
、

左
表
の
と
お
り
で
す
。

●
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

　
住
民
の
皆
さ
ん
の
権
利
や
利
益
の
保
護
と
、
公

正
で
信
頼
さ
れ
る
組
合
行
政
の
推
進
の
た
め
、
組

合
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

ル
ー
ル
を
定
め
、
個
人
情
報
の
開
示
・
訂
正
な
ど

を
請
求
す
る
権
利
を
保
障
す
る
「
個
人
情
報
保
護

制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
の
実
施
機
関
別
の
決
定
件
数
は
、

左
表
の
と
お
り
で
す
。

消
防
局
総
務
課
　
℡
２
２
２‐

０
７
４
１

実 施 機 関

議 会

管 理 者

消 防 長

公平委員会

監 査 委 員

合 計

全部公開

0

2

0

0

0

2

部分公開

0

2

0

0

0

2

非 公 開

0

0

0

0

0

0

取り下げ

0

0

0

0

0

0

合 計

0

4

0

0

0

4

情報公開制度の実施機関別決定件数（件）

実 施 機 関

議 会

管 理 者

消 防 長

公平委員会

監 査 委 員

合 計

全部開示

0

0

0

0

0

0

部分開示

0

5

0

0

0

5

非 開 示

0

0

0

0

0

0

取り下げ

0

0

0

0

0

0

合 計

0

5

0

0

0

5

個人情報保護制度の実施機関別決定件数（件）

※ 訂正などの請求は、ありませんでした。


